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"雑"

..報"

北
海
道
大
学
法
学
部
法
学
会
記
事

(
昭
和
四
三
年
七
月

l
九
月
)

コ
寸
七
月
二
六
日
(
金
〉
午
後
一
時
半
l
五
時
半

O
藤
田
省
三
著
「
天
皇
制
国
家
の
支
配
原
理
」
に
つ
い
て
の
論
評

報

告

者

松

沢

弘

陽

出
席
者
一
八
名

標
題
の
著
書
に
つ
き
報
告
者
の
紹
介
、
批
評
が
な
さ
れ
た
。
収
め
ら
れ
た

二
論
文
「
天
皇
制
国
家
C
支
配
原
理
」
お
よ
び
「
天
皇
制
と
フ
ア
ジ
ズ
ム
」

そ
れ
ぞ
れ
に
つ
き
、
内
容
は
も
と
よ
り
、
方
法
、
研
究
史
上
の
地
位
に
わ
た

っ
て
詳
し
く
報
告
。
前
者
に
つ
い
て
は

l
一
八
六
九
年

l
一
八
九

O
年
ま
で

の
時
期
を
と
り
あ
げ
、
権
力
国
家
の
原
理
と
共
同
体
国
家
の
原
理
と
の
対

抗
、
拾
抗
関
係
と
し
て
天
皇
制
国
家
の
確
立
過
程
を
と
ら
え
る
。
そ
の
過
程

が
豊
富
な
資
料
(
元
老
の
言
辞
等
〉
を
用
い
て
跡
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
と
ら
え
方
は
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
り
、
対
象
時
期
に
つ
い
て
の
歴
史
研
究

に
お
け
る
空
白
部
分
を
埋
め
た
と
い
う
点
に
お
い
て
も
高
く
評
価
さ
れ
、
今

日
で
も
声
価
を
高
く
し
て
い
る
。
後
者
に
つ
い
て
は
|
既
成
の
プ
プ
シ
ズ
ム

を
対
象
と
す
る
の
で
な
く
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
形
成
過
程
を
対
象
と
し
た
点
に

新
し
さ
が
あ
り
、
研
究
史
上
重
要
性
を
有
す
る
。
著
者
は
在
地
中
間
層
〈
篤

農
層
〉
と
「
革
新
官
僚
」
と
の
結
び
つ
き
か
ら
フ
ァ
シ
ズ
ム
を
理
解
し
よ
う

と
す
る
。
右
両
者
が
い
か
に
結
び
つ
い
た
か
、
フ
ア
ジ
ズ
ム
化
の
起
動
と
し

て
い
か
に
作
用
し
た
か
、
日
本
フ
ア
ジ
ズ
ム
が
崩
壊
し
た
過
程
は
ど
の
よ
う

な
も
の
で
あ
っ
た
か
等
々
。

テ
ー
マ
が
政
治
史
、
歴
史
の
問
題
で
あ
り
、
か
っ
、
そ
の
分
野
で
の
専
門

書
が
題
材
に
用
い
ら
れ
た
の
で
、
話
題
も
い
き
お
い
政
治
、
歴
史
中
心
と
な

っ
た
。
し
か
し
、
法
学
専
攻
者
に
と
っ
て
も
、
法
典
、
制
度
の
成
立
、
国
家

構
造
論
に
も
関
連
が
あ
る
テ
l

マ
で
あ
り
、
興
味
深
く
き
く
こ
と
が
で
き

た
。
話
題
を
拾
っ
て
み
る
な
ら
ば
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。
共
同
体
意
識
と

は
ど
う
い
う
も
の
か
、
そ
れ
は
日
本
の
文
化
パ
タ
1
γ
特
有
の
も
の
な
の
か

ど
う
か
。
「
革
新
官
僚
」
に
は
ど
の
よ
う
な
経
歴
(
た
と
え
ば
マ
ル
タ

γ
ズ

ム
に
関
心
を
有
し
た
こ
と
が
あ
る
〉
の
持
主
が
、
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
才
能
の

持
主
か
。
官
僚
と
し
て
出
世
す
る
人
聞
は
ど
の
よ
う
な
タ
イ
プ
の
人
聞
か
、

学
校
の
成
績
一
番
で
も
出
世
す
る
と
は
限
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。
著
者
の

い
う
「
対
象
そ
の
も
の
に
内
在
す
る
論
理
」
と
は
ど
う
い
う
意
味
か
、
「
原

理
」
と
ど
こ
が
ち
が
う
の
か
、
著
書
に
対
し
て
、
「
民
衆
不
在
」
の
政
治
史
、

と
い
う
批
判
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
批
判
は
必
ら
ず
し
も
当
っ
て
い
な

い
、
等
々
。

出
席
者
も
恒
例
よ
り
は
多
か
っ
た
の
で
、
話
題
提
供
、
発
言
も
盛
ん
に
な

っ
た
。
実
定
法
の
専
攻
者
で
も
、
あ
る
実
定
法
制
度
の
政
治
的
機
能
(
戸
籍

の
行
政
制
度
的
機
能
の
ご
と
し
)
と
か
、
訴
訟
よ
り
も
調
停
制
度
の
利
用
を

国
家
が
勧
奨
す
る
こ
と
の
目
的
、
機
能
に
つ
い
て
興
味
を
惹
起
さ
れ
る
こ
と

と
思
わ
れ
る
。
密
度
の
濃
い
論
文
を
短
い
時
間
に
整
理
さ
れ
、
論
評
し
て
く

だ
さ
っ
た
報
告
者
に
敬
意
を
表
す
る
。

研
究
会
終
了
後
、
午
後
六
時
!
九
時
ま
で
、
五
十
嵐
教
授
、
能
勢
助
手
の
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歓
送
迎
会
を
開
催
し
た
。
研
究
会
の
延
長
と
も
い
え
る
よ
う
な
議
論
が
な
さ

れ
た
こ
と
も
あ
り
、
盛
会
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

北
海
道
大
学
法
学
部
刑
事
法
研
究
会
記
事

北
海
道
大
学
法
学
部
政
治
学
研
究
会
記
事

五
、
一

O
月
四
日
ハ
金
〉
荒
木
俊
夫

O同
》
《

L
E
S
-
-訪問
-20司
「
可
〈
邑
・
〉
・

0
巳
ロ
ぢ
ロ
〉

日
・
、
H，
Z
C
ω
ゆ
え
同
vorts-
、H，
y
g弓

σ可
』
・

M
M
F
B角
川
口
白
神
N

六
、
一
一
月
一
日
(
金
〉
富
田
容
帯

O
大
学
に
お
け
る
政
治
学
教
育

七
、
一
一
月
一
五
日
ハ
金
)
小
川
目
指
一

1
0イ
ギ
リ
ス
地
方
政
治
に
お
け
る
ク
ラ
ブ
の
役
割

八
、
一
一
月
三

O
日
ハ
金
〉
百
瀬
宏

O
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
国
際
的
位
置
と
そ
の
歴
史
的
背
景

九
、
一
二
月
一
五
日
(
金
)
山
本
佐
門

O同
UD--HS-E丘
C
S司
ru、
(
邑
・
〉

-
O
E
Z
Zロ)

同
・
旬
。
-
F
4
[
戸
口
帥

-Hvr己
O
由
。
司

ruご
同
仏
m
O一
口
向
『

σ可
司
・
出

-HJR同町
H
L問
。

一
O
、
一
月
一
一
一

O
日
へ
木
〉
小
菅
芳
太
郎

O
教
養
に
お
け
る
法
学
教
育

一
一
、
二
月
一
四
日
〈
金
)
太
回
一
男

O
非
武
装
中
立
の
平
和
保
障
の
論
理
と
構
造

一
一
月
九
日
(
土
〉

O
八
海
事
件
報
告

八
、
一

O
月
一
一
一
一
日
(
木
〉

O
最
判
昭
四
一
二
、
一
、

O
最
判
昭
四
三
、
一
、

九
、
一
月
一
八
日
ハ
土
〉

O
罪
数
論

O
戸
別
訪
問
禁
止
規
定

七

八七

刑
集
二
一
、

刑
集
二
一
、

〈
地
裁
)

(
高
裁
)

田
宮

裕

北法19(3・176)674 

一
、
七

一
、
七

平

井

操

大
沢
孝
夫

+
織
原
小
林

充孟

北
海
道
大
学
法
学
部
民
事
法
研
究
会
記
事

一
O
、
九
月
二
七
日
(
金
)
最
高
裁
判
所
判
例
研
究

O
民
集
一
二
巻
六
号
一
五
二
六
頁

O
民
集
一
二
巻
七
号
一
八
五
二
頁

O
民

集

二

二

巻

二

号

一

二

二

頁

一
一
、
一

O
月
四
日
(
金
〉
最
高
裁
判
所
判
例
研
究

O
民

集

一

二

巻

四

号

一

O
一
二
貝

O
民
集
一
二
巻
六
号
一
四
七
九
頁

O
民

集

一

二

巻

五

号

一

O
四
三
頁

一
二
、
一
一
月
一
日
(
金
〉
最
高
裁
判
所
判
例
研
究

O
民
集
一
二
巻
六
号
一
五
五
九
頁

神
田
孝
夫

五
十
嵐
清

川

井

健

米

倉

明

小
林
資
郎

池
図
粂
男

中
川
良
延



O
民

集

一

二

巻

七

号

一

八

七

O
頁

O
民
集
一
二
巻
九
号
二
回
一
一
一

O
頁

一
三
、
一
一
月
八
日
(
金
〉
最
高
裁
判
所
判
例
研
究

O
民

集

一

二

巻

三

号

五

九

八

頁

O
民
集
一
二
巻
六
号
一
五
四
三
頁

O
民
集
-
二
巻
六
号
一
四
九
日
一
頁

一
四
、
二
月
二
九
日
(
金
)
最
高
裁
判
所
判
例
研
究

O
民

集

一

二

巻

六

号

一

六

五

三

頁

O
民

集

二

二

巻

三

号

五

O
九
真

。

民

集

二

二

巻

三

号

五

六

二

頁

O
民

集

一

二

巻

九

号

二

三

O
O頁

一
五
、
二
一
月
六
日
(
金
)
最
高
裁
判
所
判
例
研
究

O
民

集

一

二

巻

七

号

一

七

五

五

頁

。
民
集
二
一
巻
八
号
二
二
三
二
頁

O
民

集

一

二

巻

二

号

ニ

七

四

頁

O
民
集
一
二
巻
九
号
二
二
七
八
頁

一
六
、
二
一
月
一
一
一
一
日
(
金
〉
最
高
裁
判
所
判
例
研
究

O
間

集

二

一

巻

三

号

七

四

一

頁

O
民

集

一

二

巻

七

号

一

九

七

O
頁

一
七
、
一
月
一
七
日
〈
金
)
最
高
裁
判
所
判
例
研
究

。
民
集
一
二
巻
九
号
二
四
四
八
頁

O
民
集
二
一
巻
一

O
号
二
五
六
一
頁

O
民
集
二
二
巻
六
号
一
一
一
一
一
一
頁

五別
十府
嵐三
清郎

藤
原
雄
三

見
沢
俊
明

岡
本
畑
一

薮

章

夫

五
十
嵐
清

佐
保
雅
子

斎

藤

武

小
林
資
郎

池
田
粂
男

近
藤
弘
二

神
回
孝
夫

石
川
恒
夫

平
出
慶
道

近
藤
弘
二

米

倉

明

五
十
嵐
清

一
八
、
一
月
三
一
一
日
(
金
)
最
高
裁
判
所
判
例
研
究

O
民

集

-

二

巻

七

号

二

O
コ
一
四
頁

O
民

集

二

二

巻

三

号

五

八

七

頁

O
民
集
二
二
巻
六
号
一
一
八
三
頁

O
民

集

二

二

巻

七

号

一

四

四

一

頁

一
九
、
二
月
七
日
(
金
〉
最
高
裁
判
所
判
例
研
究

O
民

集

一

二

巻

七

号

一

六

八

九

頁

O
民
集
一
二
巻
九
号
二
四
一
七
頁

O
民

集

一

二

巻

四

号

九

八

八

頁

北
海
道
大
学
法
学
部
公
法
研
究
会
記
事

一
二
、
十
一
月
一
日
(
金
)
判
例
研
究

O
判
例
時
報
五

O
六
号
二
ハ
頁

O
判
例
時
報
五

O
八
号
一
七
頁

凶
、
十
一
月
八
日
(
金
)
判
例
研
究

O
判
例
時
報
五

O
八
号
三
八
頁

O
判
例
時
報
五
一

O
号

二

回

頁

O
判
例
時
報
五
一
一
号
二
三
頁

五
、
十
一
月
二
十
九
日
(
金
)
判
例
研
究

O
判
例
時
報
五
一
一
号
二
七
頁

O
判
例
時
報
五
一
二
号
三
五
頁

六
、
十
二
月
十
三
日
(
金
)
判
例
研
究

小
林
資
郎

池
田
粂
男

川

井

健

五
十
嵐
清

厳

重

夫

米

倉

明

石
川
恒
夫

白
井
胎
喜

大
沢
幸
夫

宮
本
昌
子

千

葉

卓

杉
浦
靖
子
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丹
宗
昭
信

千
葉

卓



大
沢
幸
夫

中
村
陸
男

秋
山
義
昭

北法19(3・178)676 

O
判
例
時
報
五
二
二
号
七
頁

O
判
例
時
報
五
一
一
一
一
号
二
八
頁

O
判
例
時
報
五
一
四
号
二

O
頁

七
、
一
月
三
十
一
日
〈
金
〉
判
例
研
究

O
判
例
時
報
五
一
四
号
四
三
頁

O
判
例
時
報
五
一
五
号
五
五
頁

O
判
例
時
報
五
一
六
号
三
頁

八
、
二
月
十
四
日
(
金
〉
判
例
研
究

O
判
例
時
報
五
一
四
号
三
八
頁

O
判
例
時
報
五
二
ハ
号
一
一
一
良

小
野
善
康

今
村
成
和

深
瀬
忠
一

畠
山
武
道

浜

秀

和


